№１１４
府立北千里高等学校

校長　西山　兆子　
平成31年度　学校経営計画及び学校評価
１　めざす学校像
	自らの個性・能力を磨き、激動する社会の変化に対応できる活力あふれる人材を育成する学校
１主体的に学ぶ姿勢、学ぶ喜びや探究心を育み、自己実現の達成を図る学校
２人権意識、国際感覚を身につけ、豊かな人間性を育てる学校
３教育活動の充実した地域から信頼される学校


２　中期的目標

	１主体的に学ぶ姿勢、学ぶ喜びや探究心を育み、自己実現の達成を図る学校
(1) 主体的に学ぶ姿勢、学ぶ喜びや探究心を育む
　　　ア「教科の魅力を伝える・生徒の意欲を引き出す・これまでの成果を活かす」授業改善の実践　
　　　イ　生徒・保護者・地域の期待に応える教育課程の編成と実施
※　学校教育自己診断「授業はわかりやすい」「教え方を工夫している」の肯定的評価を2021度には75%以上にする
※　学校教育自己診断「学習時間を確保するよう努力している」を2021年には70%以上にする

(2) 自己実現の達成を図る
　　　ア　「総合的な学習の時間」「総合的な探究の時間」の充実　　　　　
イ　生徒の多様な進路選択に応える　　
ウ　自学自習する姿勢を育み、主体的な学習者を育てる
※　国公立大学、有名私立大学(関関同立)の現役進学率を2021年度に35%以上にする

※　「総合的な探究の時間」への満足度を2021年には80%以上にする
(3)英語４技能を育成し、「使える英語」を獲得する　
　　  ア　少人数・習熟度別授業と英語力の測定　　
　　  イ　「英語力」を高める取組み実施　　
· 英語学力調査の継続実施により、４技能の向上を図る

· 少人数授業への満足度を2021年度には85%以上にする
２豊かな人間性の育成
(1)人権感覚を育成し、他者理解のできる真のリーダーとしての資質を育む 　　
(2)国際交流を推進し、国際感覚を備えた人材の育成を図る　　　
(3)集団の中での役割を意識し正しく行動できる姿勢を育てる　　
※　学校教育自己診断の「人権について学ぶ機会がある」の肯定的評価が80%以上をめざす
※　部活動加入率90%の維持　生徒会活動、学校行事への満足が80%以上となることをめざす
※　国際交流への満足度が90％以上を維持できるようにする
３地域から信頼される学校づくり　
(1) 地域連携、社会貢献活動によりコミュニティーの一員としての意識を高める　　
(2) 広報活動を充実させ、学校の教育活動を発信する　　　
(3) 業務の精選と学校組織（教員体制、運営方法等）の再構築　　
　(4) 危機管理体制の充実をめざす　　　
※　地域連携活動、社会貢献活動を充実させ2021年には満足度80%以上となることをめざす
　　　※　学校教育自己診断の学校安全、防災についての項目の肯定的評価が2021年には80%となることをめざす



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】

	学校教育自己診断の結果と分析［平成　年　月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	
	


３　本年度の取組内容及び自己評価

	中期的

目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１　主体的に学ぶ姿勢、探究心の育成
	(1)主体的に学ぶ姿勢、学ぶ喜び探究心を育む
ア「教科の魅力を伝える・生徒の意欲を引き出す・これまでの成果を活かす」授業改善の実践　
イ　生徒・保護者・地域の期待に応える教育課程の編成と実施
(2)自己実現の達成 
を図る
ア「総合的な学習の時間」「総合的な探究の時間」の充実　　　　　

イ　生徒の多様な進路選択に応える　　

ウ　自学自習する姿勢を育み、主体的な学習者を育てる
(3)英語４技能の充実

ア　少人数・習熟度別授業と英語力の測定　　

イ「英語力」を高める取組みの実施
	(1)　 　
ア　授業改善PTを中心に授業改善に取り組む
・「教科の魅力」が伝えられるよう授業を工夫し、生徒の学習意欲の向上をめざす
・授業や考査において論理的に考え文章化する力の育成に取り組む
・生徒同士が対話的に学ぶ授業に取り組む

・相互授業見学週間、授業充実のための教員研修を実施し、教員間相互の授業の充実を図る
イ　新学習指導要領を見据え、本校の教育目標にふさわしいカリキュラムを作成する
(2)
ア　総合委員会を中心に「総合的な探究の時間」の充実を図り、探究する姿勢を育む
イ　大学見学の実施、外部人材を活用した研修を実施し、キャリア教育を充実させる

ウ　年間を通して「学習強化週間」「土曜学習会」を実施し、生徒の主体的な学習を支援する
(3)
ア　英語学力調査を実施し、４技能の向上をめざす
イ　英語暗唱大会、スピーチコンテストを実施し、伝える力、話す力、聞く力を育成する
	(1)
ア
・学校教育自己診断「授業を工夫している」の評価の向上
(H30:67%⇒70%)
・ eq \o\ac(○,新)学校教育自己診断「論理的に考え文章をまとめる力が身についた」肯定的評価60%以上
・学校教育自己診断「授業では意見を述べたり深く考える機会がある」肯定的評価60%以上

・授業見学週間の実施（２回）、
教員授業研修の実施（１回）
（H30実績の維持）
イ　カリキュラム素案の完成
(2)

ア　探究学習の実施（1,2年）
イ　大学見学（1年次：1回）

進路講演会（各学年１回）

（H30実績の維持）

ウ　学習強化週間、土曜自習室の実施（年間５回）

　　（H30実績の維持）　
学校教育自己診断「学習時間を確保するよう努力している」(H30：61%⇒65%)

(3)
ア　英語学力調査の校内実施（1,2年）　（H30実績の維持）
イ eq \o\ac(○,新)生徒アンケート
「英語を話す力、聞く力が向上した」肯定的評価60%以上

	

	２　豊かな人間性の育成
	(1)人権感覚を育成し、他者理解のできる真のリーダーとしての資質を育む 
(2)国際交流を推進し、国際感覚を備えた人材の育成を図る　
　　
(3)集団の中での役割を意識し正しく行動できる姿勢を育てる
	(1)
・学年ごとのテーマ別研修を実施し、生徒の人権意識を高める
・研修を通して、生徒のＳＮＳ活用力を育てる

(2)　英国語学研修、台湾姉妹校交流を継続し、国際感覚、語学学習への意欲を高める

(3)

・部活動の加入を推進し、互いに切磋琢磨しながら人間性を育てる
・遅刻防止週間を実施し、時間を大切にする意識づけを行う
	(1)
・学年ごとの生徒対象研修実施（１回）、学校教育自己診断肯定的評価85%以上（H30:84%）
・生徒対象SNS研修の実施（１回）

(2)国際交流の実施
・アンケートによる生徒満足度
90％以上（高い水準での維持）（H30：100％）
(3) 

・部活動加入率90%の維持

・年間遅刻数2400件以下
	

	３　地域から信頼される学校づくり
	(1) 地域連携の推進、社会貢献活動により、コミュニティーの一員として自覚を高める
(2)広報活動を充実させ、本校の教育活動を発信する

(3)業務の精選、学校組織の再構築
(4) 危機管理体制の充実
	(1)
・竹あかり、クリーン作戦、地域の秋祭り等の地域連携活動を推進する

・新たな地域連携活動等の企画・実施
(2)
・Webページの更新、メールマガジンの発行の充実を図り、学校情報を積極的に発信する

(3)

・ノークラブデーの確実な実施により、生徒・教員共に時間活用を進める
・学校便覧を作成し、業務の見える化を図る

・業務を見直し、学校全体として時間外労働時間を減らす
(4)

・災害備蓄品の準備、保管場所を整備する
・災害に対する教職員研修を行い、災害対策への意識を高める
	(1)地域行事への参加

・今年度と同程度の参加者数、満足度80%以上　(H30:89%)
・新たな地域連携活動等の実施

(2)
・学校教育自己診断
情報発信についての保護者満足度の維持　（H30:71%）

・メールマガジンの定期発行
　（週１回）

(3)学校教育自己診断

・ eq \o\ac(○,新)「週１回のノークラブデーの確保」「部活動休日104日以上の確保」

・　学校便覧の作成
・　時間外勤務時間の縮小
(4)
・備蓄品の整備、確保
・教職員研修の実施（１回）


	


